
二
十
一
日
は
特
別
講
演
が
山
田
慶
兒
氏
「
長
命
法
と
錬
金
術
」
、
西
野

晧
三
氏
「
気
と
呼
吸
法
に
つ
い
て
（
一
般
公
開
こ
が
あ
っ
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
は
Ⅱ
「
医
療
人
類
学
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
ｌ
養
生
文
化
と
環

境
医
学
」
が
竹
村
真
一
座
長
、
Ｅ
「
伝
統
医
学
の
脈
診
を
科
学
す
る
ｌ

東
西
の
医
学
の
見
地
か
ら
」
が
固
蜀
四
・
上
馬
場
和
夫
座
長
、
過
「
タ
ー

ミ
ナ
ル
ヶ
ァ
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
」
が
上
野
圭
一
座
長
、
皿
「
ラ
イ
フ

ス
タ
ィ
ル
と
ア
ジ
ア
伝
統
医
学
」
が
幡
井
勉
．
【
．
【
晨
冒
四
座
長
で

各
々
活
発
に
討
論
さ
れ
た
。
ま
た
ポ
ス
タ
ー
・
オ
ー
ラ
ル
の
各
セ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
一
般
講
演
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
当
大
会
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
南
ア
ジ
ア
・
西
ア
ジ
ア

の
ア
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
・
ユ
ナ
ニ
が
主
体
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
近
年
、
注

目
さ
れ
て
い
る
束
ア
ジ
ア
の
中
国
系
か
ら
も
研
究
発
表
を
求
め
る
目
的

で
、
今
大
会
は
日
本
で
開
催
さ
れ
た
。
中
国
の
大
陸
と
台
湾
か
ら
政
府

衛
生
機
関
の
要
人
も
出
席
、
全
体
で
世
界
二
十
の
国
と
地
域
か
ら
参

加
・
発
表
が
あ
り
、
出
席
者
は
約
千
名
に
達
し
た
。
各
伝
統
医
学
が
一

堂
に
会
し
た
点
で
、
比
較
医
学
史
の
面
に
お
い
て
も
意
義
深
い
学
術
大

会
で
あ
っ
た
。

（
真
柳
誠
）

ｌ
現
代
に
生
き
る
伝
統
科
学
」
が
栗
山
茂
久
座
長
、
ｍ
「
伝
統
医
学
い

か
に
あ
る
べ
き
か
ｌ
針
灸
医
学
の
立
場
か
ら
」
が
藤
本
蓮
風
・
木
下
伸

一
座
長
で
行
な
わ
れ
た
。
さ
ら
に
オ
ー
ラ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
の
一
般
講
演

の
ほ
か
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｂ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
に
や

さ
し
い
医
療
を
求
め
て
」
が
小
出
五
郎
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
の
司
会
で
開

か
れ
た
。

本
経
は
古
代
イ
ン
ド
に
お
い
て
三
世
紀
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら

れ
、
日
本
で
は
奈
良
時
代
に
広
く
読
謂
さ
れ
た
。
そ
れ
は
「
金
光
明
最

勝
王
経
」
巻
第
六
、
四
天
王
護
国
品
第
一
二
に
「
汝
等
若
し
よ
く
こ
の

経
を
護
持
せ
ば
経
力
に
よ
る
が
故
に
、
よ
く
も
ろ
も
ろ
の
苦
、
怨
、
賊
、

磯
鰻
お
よ
び
も
ろ
も
ろ
の
疾
疫
を
除
か
ん
。
是
故
に
汝
等
四
衆
、
こ
の

経
王
を
受
持
し
読
調
す
る
も
の
を
見
て
は
、
ま
た
ま
さ
に
勧
心
に
共
に

守
護
を
加
え
て
、
為
に
衰
脳
を
除
き
、
安
楽
を
施
与
す
べ
し
」
と
広
大

な
功
徳
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

医
療
面
に
つ
い
て
は
除
病
品
第
二
四
に
「
医
人
は
四
時
（
春
時
、
夏
、

秋
時
、
冬
時
）
を
解
し
、
ま
た
そ
の
六
節
（
華
時
、
熱
際
、
雨
際
、
秋
際

寒
時
、
氷
雪
）
を
知
り
、
身
七
界
（
身
体
の
七
種
類
の
組
織
要
素
）
を
明
閖

（
あ
き
ら
か
に
す
る
）
に
し
て
薬
を
食
す
る
に
た
が
う
な
か
ら
し
む
。
い

わ
く
味
界
、
血
、
肉
、
骨
お
よ
び
髄
、
脳
な
り
。
〈
「
入
門
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
』
の
四
七
頁
の
内
容
と
一
致
〉
病
こ
の
中
に
入
る
時
は
、
そ
の
療
す
べ

き
や
否
や
を
知
る
。
病
に
四
種
の
別
あ
り
、
い
わ
く
風
（
ヴ
ァ
ー
タ
の
障

害
）
、
熱
（
ピ
ッ
タ
の
障
害
）
、
疾
應
（
カ
パ
の
障
害
）
お
よ
び
総
集
（
ヴ
ァ

ー
タ
、
ピ
ッ
タ
、
カ
パ
の
三
つ
の
病
素
の
障
害
）
の
病
舎
入
門
ア
ー
ュ
ル
ヴ

例
会
抄
録

蕊

金
光
明
最
勝
王
経
に
み
る
医
学
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エ
ー
ダ
」
の
Ｐ
、
三
二
’
三
四
の
内
容
と
一
致
〉
、
発
動
の
時
を
知
る
べ
し
。

春
に
は
疾
應
動
き
、
夏
の
内
に
は
風
病
を
生
じ
、
秋
時
に
は
黄
熱
増
し
、

冬
節
に
は
三
倶
に
起
る
。
〈
『
ス
シ
ュ
ル
タ
本
集
』
第
一
巻
Ｐ
、
一
六
の
内
容

と
同
じ
〉
春
に
は
渋
、
熱
、
辛
を
食
し
、
夏
に
は
肺
、
熱
、
鰄
、
酷
、
秋

時
に
は
冷
、
甜
、
侭
、
冬
に
は
酸
、
渋
、
臆
、
甜
、
こ
の
四
時
の
中
に

お
い
て
服
薬
お
よ
び
飲
食
、
若
し
か
く
の
如
き
味
に
よ
ら
ば
、
衆
病
よ

っ
て
生
ず
る
こ
と
な
か
ら
ん
。
〈
『
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
Ｐ
、
三
五
○
’
三

五
三
の
内
容
と
同
じ
・
〉
食
後
の
病
は
雁
に
よ
り
、
食
消
の
時
は
熱
に
よ

り
、
消
後
は
風
に
よ
り
て
起
こ
る
。
時
に
準
じ
て
病
を
識
る
べ
し
。
す

で
に
病
の
源
を
識
り
お
わ
れ
ば
、
病
に
随
い
て
薬
を
設
け
、
た
と
い
状

殊
（
病
状
）
を
患
う
と
も
先
づ
そ
の
本
を
療
す
べ
し
。
風
病
は
油
臓
を
服

し
、
患
熱
は
利
（
肛
門
か
ら
出
す
）
を
良
と
な
す
。
應
病
は
変
吐
（
吐
く
）

す
べ
し
。
〈
こ
の
治
療
法
は
「
入
門
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
』
の
予
防
と
治
病
の

た
め
の
排
出
療
法
Ｐ
、
九
四
に
一
致
〉
総
集
に
は
三
藥
を
須
う
。
風
熱
雁
倶

に
あ
る
。
こ
れ
を
名
づ
け
て
総
集
と
な
す
。
病
の
起
こ
る
時
を
知
る
と

い
え
ど
も
、
そ
の
本
性
を
観
る
べ
し
。
か
く
の
如
く
観
知
し
お
わ
り
て

時
に
し
た
が
い
て
薬
を
授
く
れ
ば
飲
食
と
薬
と
た
が
う
こ
と
な
け
ん
。

是
を
善
医
者
と
名
づ
く
。

ま
た
八
術
を
知
る
べ
し
、
諸
の
医
方
を
総
攝
（
ま
と
め
る
）
す
。
こ
こ

に
お
い
て
若
し
名
閑
（
明
ら
か
）
な
ら
ば
衆
生
の
病
を
療
す
べ
し
。
い
わ

く
針
刺
（
首
よ
り
上
部
の
病
気
）
、
傷
破
二
般
外
科
）
、
身
疾
（
内
科
）
並

に
鬼
神
（
精
神
病
学
）
、
悪
毒
（
毒
物
学
）
及
び
咳
童
（
小
児
科
）
、
年
を
延

べ
（
健
康
増
進
）
、
気
力
を
増
す
（
強
精
法
）
。
〈
八
術
は
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ

の
分
類
法
で
あ
る
〉

先
づ
彼
の
形
色
、
語
言
及
び
性
行
を
観
、
然
し
て
後
に
そ
の
夢
を
問

い
、
風
、
熱
、
雁
の
殊
を
知
る
。
乾
痩
に
し
て
頭
髪
少
く
、
其
心
定
住

（
落
着
き
）
無
く
語
多
く
し
て
飛
行
を
夢
む
。
こ
の
人
は
こ
れ
風
性
な

り
。
少
年
に
し
て
白
髪
を
生
じ
、
汗
多
く
及
び
腹
（
い
か
り
）
多
く
、
聡

明
に
し
て
夢
を
見
る
。
こ
の
人
こ
れ
熱
性
な
り
。
心
定
り
身
平
整
し
盧

審
ら
か
に
し
て
（
考
え
方
が
ち
み
つ
で
あ
る
）
頭
に
津
臘
（
液
体
）
あ
り
、

夢
に
水
白
物
を
見
ば
、
こ
れ
は
應
性
な
り
と
知
る
べ
し
。
〈
ヴ
ァ
ー
タ
、

ピ
ッ
タ
、
カ
パ
の
体
質
の
記
述
は
『
現
代
に
生
き
る
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
」
Ｐ
、

三
○
’
三
二
に
一
致
し
て
い
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
。
〉
」
と
あ
る
。
す
な
わ

ち
除
病
品
に
み
る
医
療
内
容
は
、
〃
身
体
の
七
種
類
の
組
織
要
素
を
熟

知
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
帥
風
、
火
、
水
、
の
三
つ
の
病
素
の
障
害

に
よ
る
病
気
お
よ
び
季
節
と
の
関
係
を
述
べ
、
帥
季
節
の
違
い
に
応
じ

て
摂
取
す
る
飲
食
物
の
味
を
上
手
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
、
の
三
つ
の
病

素
と
個
人
の
体
質
と
の
関
係
を
述
べ
て
お
り
、
ま
さ
に
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ

ー
ダ
の
も
っ
と
も
重
要
な
理
論
と
生
活
方
法
を
簡
潔
に
記
し
て
い
る
。

（
平
成
六
年
六
月
例
会
）

鳩
烏
と
い
う
毒
烏
が
古
代
・
中
世
の
中
国
文
献
に
み
え
る
。
し
か
し

近
代
以
降
、
毒
性
の
あ
る
烏
は
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
嶋
烏
も
空
想
の
産

物
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
「
サ
イ
エ
ン
ス
」
蛇
年
吃
月
鋤
日

や
み
の
医
術
ｌ
鶇
烏
ｌ
実
在
か
ら
伝
説
へ

凸

口
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